
平成３０年度共同研究「機械加工技能検定１級取得者の技能向

上に対する支援の為の教材開発」第一四半期 活動報告！！ 
  

平成３０年４月から生産技術科 黒木 猛教授を中心に、平成３０年度共同研究「機械加工技
能検定１級取得者の技能向上に対する支援の為の教材開発」を開始しました。九州職業能力開
発大学校では、福岡県を中心とした企業様と装置開発や人材育成に関する様々な共同研究を実
施しています。その一環として北九州市在住の企業様と人材育成を目的とした教材開発をして
います。 

 
今回の共同研究の主な目的は以下の４点です。 

① 教材開発能力の習得。 
② 人材育成能力の習得。 
③ 7項目の現場管理能力の習得。 
  「工程管理」「作業管理」「品質管理」「原価管理」「安全衛生管理」「作業指導」「設備管理」 
④ 国家試験技能検定機械加工特級の取得。 
 
 この第一四半期では目標の一つである「教材開発能力の習得」を目指して、共同研究のチー
ムで「課題分析」「課題の教材化」、「開発した教材を用いた講義」といった実践的な取組を行っ
ています。「課題分析」では、過去 3年間分の「学科問題」「計画立案等作業試験問題」を「技
能検定機械加工特級」の細目である 7 項目に分類しました。次に、「課題の教材化」では共同
研究のメンバーで担当した細目の内容を講義する事を前提に問題の解説書を作成しています。
また、「開発した教材を用いた講義」では、問題の解説書を用いそれぞれの担当分野を他のメン
バーに講義するといった時間を取りました。今後は、それぞれのメンバーが作成した解説書の
内容を精査するとともにフォーマットの統一を図る予定です。 
（文責 八崎） 
 
 

共同研究の名称：機械加工技能検定１級取得者の技能向上に対する支援の為の教材開発 
共同研究の期間：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 
共同研究のメンバー ：小島勝己、柴崎悠太、大庭英利、黒木猛、斉藤哲也、楠元智久、 

寺本裕子、小髙勝、八崎透 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題解説書の例 講義の実施風景 




